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2022 年度 第 1 回 予防医療科学センター倫理委員会 議事録 

 

 

１．日   時  2022 年 4 月 25 日（月） 午後 6 時 00 分～午後 6 時 45 分 

２．場   所  大学病院・討議室２ 

３．出 席 者  森谷 満 教授、舞田健夫 教授、遠藤 泰 教授、礒部太一 講師、 

         宮永尊文 弁護士、長谷佳子 大学病院看護部長、梶美奈子 歯科衛生士長 

斎藤浩昭 医療管理部長、陣内康行 病院事務課係長  

（以上 9 名） 

  （事務担当） 国見明美病院事務課 

４．欠 席 者  なし 

５．議   長  委員長 森谷 満 教授 

６．議   事 

 

 森谷委員長より、予防医療科学センター倫理委員会内規 5 条に定める成立要件「委員の 3 分の 2 以上

（6 名以上）の出席があり、第 3 号委員（宮永委員）の出席があること」を満たしているとの確認があ

り、委員会を開催した。 

 森谷委員長より、本日の議案は審議事項３件であるとの説明があった。 

 

<審議事項> 

 

１．小児肥満外来に通院している児の野菜摂取量の変化 

   実施責任者 小児科 医師・客員准教授 林 麻子 

   受付番号  第 2022_002 号 

 

林客員准教授より、資料に基づき、「小児肥満外来に通院している児の野菜摂取量の変化」につい 

 て説明があった。 

 症例数が少ないのではないかとの質問があった。現在、小児生活習慣外来に通院している該当者のう 

 ち、通院のむずかしい１名を除いた６名を対象としたいとの回答があった。実施期間の設定が短い 

 のではないかとの質問については、ベジチェックを小児に使用するのは初めての試みであり、今回の

研究が成功した際には規模を拡大して実施したいとの回答があった。研究実施計画書『13．研究対象

者の人権に対する配慮』で引用された「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」は名称が相違

であり、当該指針の制定年についても確認するよう指摘があった。また、林客員准教授より、研究が

了承された場合、共同研究者であるカゴメ株式会社より審査結果通知（写）をいただきたいと要望さ

れているが可能でしょうかとの申し出があった。（写）をお渡しすることに特段の問題はないことか

らこのことについて「可」とした。 

 質疑の後、審議に入った。 

 本院において、当該研究を行うことの可否について、挙手による採決を求め、全員の了承を確認 

した。 

 

 

２．肩こり症と座位姿勢の関連性 ～頚部周囲筋の筋硬度計測～ 

  実施責任者 リハビリテーション室 理学療法士 新田 麻美 

  受付番号  第 2022_003 号 
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新田理学療法士より資料に基づき、「肩こり症と座位姿勢の関連性 ～頚部周囲筋の筋硬度計測～」

について、説明があった。 

 被験者とする男女 20 名についての比率、年代についての質問があった。20 代、30 代の病院職員、 

 本学学生を対象として考えているとの回答があった。さらに個人的主観となるが、若者は肩こり症状

が少ないのではないかとの質問があったが、臨床の場においては少なくないとの回答があった。研究

計画書内、『7.個人情報等の取り扱い』で引用された「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」

について名称が相違であり、確認するよう指摘があった。また、同意書、同意撤回書、感染対策計画

申請書、研究に関する感染リスク・感染対策同意書の宛先が誤っているので修正するよう指摘があっ

た。  

 質疑の後、審議に入った。 

 本院において、当該研究を行うことの可否について、挙手による採決を求め、全員の了承を確認 

した。 

 

 

３．慢性便秘症症例における胸腰筋膜の移動量および腹部引き込み運動による長期的な胸腰筋膜の 

移動量と便秘症状の改善効果 

実施責任者 リハビリテーション室 理学療法士 片岡義明 

受付番号  第 2022_004 号 

 

  片岡理学療法士より資料に基づき、「慢性便秘症症例における胸腰筋膜の移動量および腹部引き込 

 み運動による長期的な胸腰筋膜の移動量と便秘症状の改善効果」について、説明があった。 

 便秘群、健常群各８名の被験者は少ないのではないかという質問があった。対象人数を増やせるなら

増やしたいが、最小人数として８名ずつの被験者がいれば研究を進めることができるとの回答があっ

た。また、こちらの研究計画書においても、『7.個人情報等の取り扱い』で引用された「人を対象とす

る医学系研究に関する倫理指針」について名称が相違であり、確認するよう指摘があった。また、同

意書、同意撤回書、感染対策計画申請書、研究に関する感染リスク・感染対策同意書の宛先が誤って

いるので修正するよう指摘があった。  

 質疑の後、審議に入った。 

 本院において、当該研究を行うことの可否について、挙手による採決を求め、全員の了承を確認 

した。 

 

４．その他 

 内容について精査、検討する時間を要するため、申請書類は１週間程度前には配付してほしい。申請

書類にはページ番号を付してほしい。との要望が出された。 

 

 

 

以上、議事の過程及び結果を明確にするため、本議事録を作成し、議長捺印をする。 

 

 

                             ２０２２年４月２５日 

                               委員長  森 谷   満 


